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診療報酬改善と保険で良い歯科求めて②

議員懇談　維新・国民が応じる
維
新
・
西
田
薫
議
員

歯
科
の
重
要
性
に
理
解

し
た
い
と
い
う
の
が
維
新
の

立
場
だ
と
し
、
患
者
さ
ん
の

医
療
情
報
を
確
認
で
き
る
点

は
国
民
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え

を
示
し
た
。
小
澤
理
事
長
は

「
現
方
針
で
は
個
人
情
報
が

集
積
さ
れ
て
い
く
。
若
い
人

の
中
に
は
就
職
の
際
に
情
報

が
知
ら
れ
、
採
否
に
も
影
響

す
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
の

懸
念
も
あ
る
。
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
な
情
報
保
護
へ
の

法
整
備
が
遅
れ
て
い

る
点
を
、
政
府
は
真

に
受
け
止
め
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
」

と
の
見
解
を
強
調
し

た
。
西
田
議
員
も
環

境
整
備
な
ど
に
つ
い

て
は
、
「
遅
れ
て
い

　

協
会
は
日
本
維
新
の
会
・

西
田
薫
衆
院
議
員
（
大
阪
６

区
）
と
１
月
17
日
、
府
内
で

懇
談
を
実
施
し
た
。
協
会
か

ら
は
小
澤
力
理
事
長
と
和
田

武
事
務
局
長
が
同
席
し
、
ま

ず
マ
イ
ナ
保
険
証
の
政
府
の

強
行
姿
勢
に
つ
い
て
問
題
意

識
を
尋
ね
た
。
西
田
議
員

は
、
基
本
的
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
や
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
に
つ
い
て
は
推
進

「
見
通
し
立
た
な
い
」

50
代
で
も

　

「
今
後
の
経
営
の
見
通

し
」
に
つ
い
て
、
全
体
で
20

％
が
「
見
通
し
が
立
た
な

い
」
、
11
・
１
％
が
「
閉
院

を
考
え
て
い
る
」
と
回
答
し

て
い
る
。
驚
く
べ
き
こ
と

に
、
50
代
で
も
、
こ
れ
ら
２

つ
を
合
わ
せ
て
２
割
を
超
え

る
。

「
物
価
高
騰
」
切
実

60
・
６
％

　

「

見

通

し

が

立

た

な

い
」
、
「
閉
院
を
考
え
て
い

る
」
こ
と
の
理
由
（
複
数
回

答
）
を
尋
ね
た
設
問
に
対
し

て
は
、「
物
価
高
騰
」
が
60

・
６
％
を
占
め
た
。
年
代
別

で
は
、
30
代
で
66
・
７
％
、

40
代
で
78
・
９
％
、
50
代
で

79
・
１
％
と
な
ら
ぶ
。
次
い

で
多
く
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、

「
借
入
の
返
済
」
で
、
30
代

66
・
７
％
、
40
代
31
・
６

％
、
50
代
63
・

２
％
と
続

く
。
60
代
以
上
で
は
、「
後

継
者
が
い
な
い
」
、
「
年
齢
・

体
力
」
が
約
６
割
だ
っ
た
。

　

協
会
は
、
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
を
求
め
る
国
民

・
患
者
の
声
や
歯
科
医
院
の

経
営
の
実
状
を
届
け
、
歯
科

医
療
費
の
総
枠
拡
大
の
実
現

に
向
け
て
今
国
会
へ
の
働
き

掛
け
を
強
め
て
い
き
た
い
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の

国
際
刑
事
裁
判

所
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）

の
赤
根
智
子
所

長
は
締
約
国
会
議
に
お
い

て
、「
正
義
を
追
求
し
残
虐

行
為
の
被
害
者
の
尊
厳
と
権

利
を
擁
護
し
続
け
る
」
と
圧

力
に
屈
し
な
い
姿
勢
を
示
し

た
。
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
、
存
続

の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
し

て
締
約
国
の
結
束
を
訴
え

た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
が
出
し
た
プ
ー
チ

ン
氏
へ
の
逮
捕
状
に
対
し

て
、
ロ
シ
ア
政
府
は
赤
根
氏

ら
を
指
名
手
配
と
し
、
ネ
タ

ニ
ヤ
フ
氏
へ
の
逮
捕
状
に
対

し
て
は
イ
ス
ラ
エ
ル
擁
護
派

の
米
国
下
院
で
Ｉ
Ｃ
Ｃ
職
員

に
制
裁
を
課
す
法
案
が
可
決

さ
れ
た
。
赤
根
氏
は
「
あ
た

か
も
テ
ロ
組
織
で
有
る
か
の

様
に
経
済
制
裁
を
課
す
と
脅

さ
れ
て
い
る
」
と
非
難
し
て

い
る
。
国
際
刑
事
裁
判
所
は

国
連
か
ら
も
独
立
し
た
常
設

の
機
関
で
、
集
団
殺
害
、
戦

争
犯
罪
、
非
人
道
的
犯
罪
に

問
わ
れ
る
個
人
を
訴
追
し
、

侵
略
犯
罪
に
つ
い
て
も
管
轄

権
を
持
っ
て
い
る
。

　

日
本
政
府
は
、
命
の
危
険

も
顧
み
ず
孤
軍
奮
闘
す
る
赤

根
所
長
と
Ｉ
Ｃ
Ｃ
を
最
大
限

サ
ポ
ー
ト
し
、
締
約
国
以
外

の
国
に
も
是
々
非
々
で
働
き

か
け
る
積
極
外
交
を
す
る
べ

き
で
あ
る
。 

（
Ｎ
）

　

１
月
24
日
か
ら
１
５
０
日
間
の
日
程
で
通
常
国
会
が
始

ま
っ
た
。
協
会
は
、
通
常
国
会
に
先
立
ち
、
昨
秋
の
衆
議

院
選
挙
で
新
た
に
当
選
し
た
大
阪
の
国
会
議
員
と
の
懇
談

を
進
め
て
き
た
が
、
い
よ
い
よ
国
会
会
期
中
は
衆
参
与
野

党
の
国
会
議
員
に
対
し
、
署
名
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
携

え
現
場
の
声
を
届
け
て
い
く
。

る
点
が
あ
る
こ
と
は
（
維
新

の
）
会
内
で
も
話
が
あ
る
。

現
場
の
実
態
に
つ
い
て
は
紹

介
し
て
み
た
い
」と
応
じ
た
。

　

歯
科
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
口
腔
内
の
健
康
状
態
が

全
身
の
健
康
に
も
影
響
す
る

こ
と
で
歯
科
医
療
の
重
要
性

が
増
し
て
い
る
点
に
理
解
を

示
し
た
。

国
民
・
平
岩
征
樹
議
員

保
険
で
よ
い
歯
科
に
賛
意

な
か
っ
た
。

　

保
団
連
・
協
会
が
取
り
組

む
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
を
求
め
る
」
署
名
に
は

賛
意
を
示
し
た
。
理
事
長

が
、「
今
後
は
署
名
の
紹
介

議
員
へ
の
協
力
も
お
願
い
し

た
い
」
と
伝
え
る
と
、
安
全

保
障
な
ど
い
く
つ
か
の
委
員

会
所
属
と
な
り
繁
忙
な
時
期

も
あ
る
と
し
な
が
ら
、
協
会

の
国
会
議
員
要
請
行
動
へ
の

協
力
を
了
承
し
た
。

　

保
険
証
廃
止
問
題
に
つ
い

て
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
自
体

に
は
国
民
民
主
党
と
し
て
は

反
対
で
は
な
い
が
、
強
行
に

進
め
る
や
り
方
に
は
疑
問
を

持
た
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う

見
解
を
示
し
、
そ
の
点
で
は

広
い
一
致
点
で
足
並
み
は
揃

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

展
望
を
示
し
た
。

０
３
万
の
壁
な
ど
と
国
民
の

関
心
事
に
な
っ
て
い
る
、
所

得
へ
の
基
礎
控
除
の
幅
を
引

き
上
げ
る
案
に
対
し
、
国
民

民
主
党
は
財
源
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
尋
ね
た
。
平
岩
議

　

協
会
は
国
民
民
主
党
の
平

岩
征
樹
衆
院
議
員
（
大
阪
８

区
・
比
例
近
畿
）
と
１
月
17

日
、
大
阪
府
内
で
懇
談
し

た
。

　

小
澤
理
事
長
は
冒
頭
、
１

近
畿
厚
生
局
・
各
種
名
簿
な
ど
で
情
報
を
取
得
し
、
未
入
会
の
先
生
に
本
紙
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
郵
送
停
止
を
ご
希
望
の
方
は
当
協
会
事
務
局
（
℡   

06-

６
５
６
８-

７
７
３
１
）
ま
で
。

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

今
号
は
大
阪
府
下
の
全
歯
科
開
業
医
の
先
生
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
協
会
へ
の
ご
入
会
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。
協
会
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
織
部
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　協会は10月31日現在の全会
員4,184人に「2024年６月実
施・診療報酬改定アンケー
ト」を送付。11月末までに郵
送・FAX・グーグルフォー
ムなどの形で775件（回収率
18.5％）の返信を得た。

緊急再改定に向けて
「診療報酬引き上げ」声届ける

社保研究部長　平尾　清司

員
は
、
物
価
高
が
背

景
に
あ
る
も
の
の
消

費
税
や
法
人
税
の
増

収
に
よ
り
税
収
が
６

年
連
続
で
過
去
最
高

を
更
新
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
、

新
た
な
増
税
案
な
ど

は
そ
の
場
で
は
示
さ

入
会
を
検
討
す
る
上
で
大
き

な
安
心
材
料
と
な
り
ま
す
。

ご
紹
介
の
際
は
、
新
し
く
な

っ
た
本
号
同
封
の
「
協
会
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

経
営
・
暮
ら
し

経
営
・
暮
ら
し

サ
ポ
ー
ト

サ
ポ
ー
ト

■
施
設
基
準
研
修
会

　

医
院
経
営
に
と
っ
て
大
切

な
施
設
基
準
研
修
会
を
開

　

協
会
で
は
、
会
員
の
先
生

方
か
ら
未
入
会
の
先
生
を
ご

紹
介
い
た
だ
く
「
紹
介
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
会
員
で
あ
る
先
生

方
か
ら
の
ご
紹
介
は
、
未
入

会
の
歯
科
医
師
に
と
っ
て
、

き
、
多
く
の
先
生
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
５
月

25
日
に
は
主
な
届
出
の
研
修

要
件
を
満
た
す
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
（
詳
細
は
４
面
参

照
）。

■
算
定
問
い
合
わ
せ

　

会
員
か
ら
ニ
ー
ズ
の
高

い
、
算
定
漏
れ
や
医
院
の
算

定
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
診
療
報

酬
の
算
定
に
関
す
る
疑
問
や

不
安
に
、
診
療
報
酬
の
ル
ー

ル
に
則
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
い
ま
す
。

■
個
別
指
導
対
策

　

近
畿
厚
生
局
管
内
で
は
年

約
20
件
の
個
別
指
導
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
新
規
個
別

指
導
で
は
引
き
続
き
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
概
ね
妥
当
」
は
ゼ
ロ
件
、

自
主
返
還
が
求
め
ら
れ
る
だ

け
で
な
く
、
約
１
割
程
度
が

再
指
導
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

協
会
は
厚
生
局
に
対
し
て

改
善
を
求
め
る
と
共
に
、
対

策
講
習
会
や
個
別
相
談
、
社

保
講
習
会
な
ど
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

誕
生
し
た
「
歯
科
用
救
急
医

薬
品
セ
ッ
ト
」
は
、
セ
ッ
ト

の
自
動
更
新
に
よ
り
管
理
コ

ス
ト
を
軽
減
で
き
る
人
気
の

商
品
で
す
。

■
保
育
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
会

　

子
育
て
世
代
や
遠
方
の
会

員
の
講
習
会
参
加
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か

ら
、
点
数
説
明
会
に
限
っ
て

い
た
「
無
料
保
育
」
を
、
毎

月
開
催
す
る
生
涯
研
修
講
座

や
施
設
基
準
研
修
会
で
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

行
政
へ
働
き
掛
け

行
政
へ
働
き
掛
け

　

行
政
へ
要
望
を
重
ね
た
結

■
共
済
制
度

　

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
休
業

時
に
備
え
た
「
保
険
医
休
業

保
障
保
険
」
や
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
に
合
わ
せ
て
自
在
に
積
み

立
て
る
「
保
険
医
年
金
制

度
」
な
ど
、
共
済
制
度
が
充

実
し
て
い
ま
す
。

多
彩
な
サ
ー
ビ
ス

多
彩
な
サ
ー
ビ
ス

　

会
員
は
実
質
無
料
で
利
用

で
き
る
協
同
組
合
は
、
歯
科

商
材
や
医
薬
品
な
ど
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

■
医
療
安
全
セ
ッ
ト

　

特
に
、
先
生
方
の
要
望
で

果
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
が
拡
充
さ
れ
、
高
槻
市
で

は
４
月
か
ら
窓
口
負
担
の
無

料
化
が
実
現
し
ま
し
た
。
従

来
の
保
険
証
を
残
す
た
め
の

運
動
で
は
、「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
の
問
題
点
を
広
く
訴
え

た
こ
と
が
、
マ
ス
コ
ミ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
で
大
き
な
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

新
し
く
な
っ
た
協
会
ガ
イ
ド

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

〝紹介キャンペーン〞

玉川尚美組織部長

　協会の多彩なサービ

スと魅力を伝える『協

会ガイド』を今号に同

封しています。ぜひご

覧ください。

今号同封


